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［講演録］ 

図書館情報学を通して図書館に出会う 
 

岡野 裕行 

 
 

私の個人的な図書館経験は、高校卒業後に図書館情報学を学び始め、図書館について考える

ようになったところから始まっている。そして私はここ十年ほどの間に、ビブリオバトル、

Library of the Year、一箱古本市、ウィキペディアタウン、ブックピクニック、学生協働など、

図書館や本をめぐるいくつかの取組みに関わるようになっている。私の興味関心がそのように

いくつかの方向へと広がることになったのは、さまざまな人たちとの出会いがあり、交流を深

めるなかで本や図書館について「語る」ことにおもしろさを見出すようになったためである。 

 
 
1. はじめに 

みなさまこんにちは。このたびは誌上講演会

にお招きいただきありがとうございます。私は

現在、三重県伊勢市にある皇學館大学文学部国

文学科で教員をしている岡野裕行と申します。

大学では図書館司書課程科目のほかに、近現代

文学関係の講義をいくつか担当しています。 
まずは少し長めの自己紹介から始めたいと思

います。私は 1977 年 8 月に茨城県南部に位置

する新利根村で生まれ、高校を卒業する 1996 年

3 月までの 18 年間をそこで過ごしました。新利

根村は 1996 年 6 月に町制施行をした後、2005
年 3 月に 4 町村による大合併によって稲敷市と

いう自治体名へと変わりましたが、私が住んで

いたときはまだ村と呼ばれていた頃です。茨城

県南部は地理的には霞ヶ浦と利根川に挟まれた

低湿地帯であり、古くは香取海（かとりのうみ）

と呼ばれた内海が広がっていた地域になります。

地図で見ると広範囲に緑色に塗られている関東

平野の一部で、校舎の屋上などの高いところに

上れば遠くに筑波山を見ることもできますが、

周辺に山らしい山はまったくありません。稲作

の盛んな田舎の農村であり、見渡す限りどこま

でも一面の田んぼが続いていく風景が身近にあ

りました。私の実家のすぐそばまで古代の海域

が広がっていたらしいので、常陸国の南端に位

置していたことがわかります。現在その内海は

田んぼに姿を変えていますが、古くは数キロメ

ートル先に下総国を望むことができたのでしょ

う。古稀を過ぎた私の両親は、代々受け継がれて

きた田んぼで現在も米づくりをしています。 
私が幼少時代を過ごしていた頃には、身近な

ところに本屋や図書館はありませんでした。い

わゆる図書館未設置自治体の一つです。そのた

め、子供の頃の私は公共図書館の利用経験を得

ることができませんでした 1）。自分の気に入っ

2021 年度誌上講演会について 
講演会は学会の中心的な事業の一つですが、昨年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のた

め、開催を中止いたしました。今年度も同様に中止となったため、やむなく学会誌上で「誌上講

演会」を行うこととなりました。快く寄稿してくださった岡野先生に深く御礼申し上げます。 
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た本を自 に ことができたのは、親がごく

たまに 町の さな本屋に で れて行ってく

れたときくらいでした。それでも上には と

がいますので、家には 本が かは置かれて

いましたが、 していた 数としてはそれほ

ど かったわけではありません。本 らしい本

もありませんでしたので、それほど 心に本

を むような家 ではなかったと思います。 
地 の中学校を 1993 年 3 月に卒業した後、

の 市にある ヶ 一高 学校に 学

しました。自 から自 で 40 分くらいかけて

通う生 が始まり、学校の り に 市内

の本屋に ち寄ることもできるようになりまし

た。それでも 市の公共図書館は自 から

高校まで 中にはなく、高校の 在地からさら

にその先にあったので、部 を えた学校

りにわざわざ れることも しい にありま

した。 はあいまいですが、高校 2 年生の頃

に り をわざわざ遠 りして 市 中

図書館を1 だけ れたように しています。

に な目的を たない思いつきの行 だっ

たので、そのときは利用 ー をつくるわけ

でもなく（そもそも市内に通学している人も利

用 ー をつくれることも らなかったので

す）、館内を らついて本の を め、その

うちの かを に取っては に目を通し、

それほど長 もせずに ってしまいました。高

校を卒業するまでに公共図書館に を み入れ

たのは、わずかにこの 1 だけでした。 
この頃は公共図書館が自分の生 とはまった

く関係のないものに見えていました。大学入学

の私にとって、公共図書館とは ビのな

かの などでたまに見かけるものでしかなく、

よく にする のような「本がたくさん置いて

あって かに本を む 」というぼんやりと

したイメー でしか できなかったのです。

自 の近くに図書館がなく、 自治体の公共

図書館も遠すぎて 常的に利用できないような

下では、今になって り ってみても、利用

を自分の身体に え ませることはできな

かったと思います。身近にないものを気 に経

験することはできず、はっきりとした でその

在を することも だったわけです。 
さて、公共図書館を 的に利用するという

経験をほぼ たないままに 長してしまった私

ですが、とても 思 なご がいろいろと続き

まして、今では図書館に関わるような 事をし

ています。図書館情報学という学 はとてもお

もしろくて、図書館の や について学

ば学 ほど、その 在のすばらしさや重 に

度も かされてきました。 にここ数年、私は

Library of the Year やビブリオバトルなどの

に深く関 してきました。Library of the Year
は 2006 年に、ビブリオバトルは 2007 年に始ま

った取組みですから、図書館業 の として

は 的新しいものになります。私が 後

課程を したのは 2006 年 6 月なので、少な

くとも私の在学中には出てこなかった の

い用語なわけです。そしてこれらの取組みに私

が関わるようになったことにはそれ れに の

経 があるのですが、そこに るまでには、私自

身に公共図書館を利用する がなかったこと

が少なからず していると思っています。 
今 の誌上講演会では、 長過程で公共図書

館の利用 が身につかなかった人 が、 と

したきっかけで図書館情報学を学び始め、 が

りなりにも図書館について する になっ

たとき、どういった に関心を つようにな

り、それが自分のなかでどのように変 してき

たのかという から をしてみたいと思いま

す。このような個人的な思い出 をすることが、

み の さまにとって 考になるところがあ

るのかは私にはわかりません。とはいえ、図書館

との出会い方は人によって大きく なります。

私自身は図書館情報学という学 に かれるこ

とで、ようやく図書館のある にたどり い

たという感 を っています。図書館情報学と

いう学 の に入ることから図書館との出会

いが始まったという事 の一つとして、私の個

人的な にお き合いいただけたらと思います。 
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私は数 や図 できっちりと えが かれる

ことの しさとおもしろさを感 るような 数

が きな 学生でした。中学生になって も

それは変わらず、学校の 業では数学の教科書

を むことが一 きな時間でした。どちらか

といえば国語は な科目でしたが、高校生に

なる頃には国語の先生のおかげでそれが きな

科目へと変わってきました。そして高校 3 年生

になり、大学を に「文 でもなく理 でも

ない」という 分野にまたがるような をし

たいと考えるようになりました。な そういう

考えに ったのかといえば、1 年生から 2 年生、

2 年生から 3 年生への 時のコース にお

いて、 の についてあまり 深く考え

ていなかったことの でもあります。 
私が通っていた高校は、2 年生への 時に理

文 の 2 コースに、そして 3 年生への

時に国公 理 国公 文 私 文 の 3 コ

ースにク スが分かれる 組みでした。それ

れのコースで数学 国語の 重が なるととも

に、 会 理科の科目 が なっていました。

数学が一 きな科目だったこともあって、高

校入学当 は大学でも数学を学びたいと思って

いたのですが、2 年生への 時に興味のある

会 理科の科目の組合せが理 コースにはなか

った（ 本 を取りたかったのですが理 コー

スでは地理しか取れなかった）ことと、ほぼ同

タイ ン で国語に興味を つようになったこ

ともあって、2 年生で文 コース、3 年生で国公

文 コースというク ス をすることにな

りました。 的にどの大学のどういう学部学

科に行きたいのかはまったく見えていなかった

ため、受験を 望する 望大学に合わせて科目

を んだわけではなく、その時々の興味関心だ

けで 会 理科の科目 やコースを り行き

で んでいたということです。高校 1 2 年生の

頃から 望校が まっていればこういった

にはならなかったと思いますが、私は受験に

となる科目と自分が学びたい科目とが、いま

いち自分のなかでつながらなかったままだった

のです。 望校がまったく まっていなかった

ので、 的に実施されていた業 ストにつ

いても、1 2 年生のうちは なる 望校を

当に んで書くような でした。 
ところが 2 年生に してしばらくしてから

気がついたのですが、2 年生で理 コースを

した人は 3 年生に する に理 文 のど

ちらのコースでも た（理 から文 に る

のは だった）のですが、2 年生で文 コース

を んだ人は 3 年生に する に国公 文

私 文 のどちらかのコースしか できな

い 組みになっていました。当 は「2 年生で文

コースを んでも 3 年生で理 コースを び

せばいいだろう」と 当に考えていたのです

が、「地理よりも 本 を したいから」とい

う な理 で 2 年生への 時のコース

をしたために、高校の理 コースの から れ

ていくことになりました。 
1 年生から 2 年生へと するタイ ン の

コース において、 なる受験科目の と

いう だけで り行きで めてしまったよう

にも思えるのですが、これは後々 り ってみ

ると重 な になっていて、 的に「理 や

文 という にとらわれずに したい」とい

う考え方に ることになります。 当 はコ

ース を ったようにも思えたのですが、後

に図書館情報学という学 を するという行

に大きく を ぼすことになったわけです。

そのときどきの が後々にどういう 味をも

たらすようになるのかは、自分自身でもすぐに

理 することは しく、先の 開はまったく

めないものだなとあの頃を り っています。 
そして本 的に大学 びを考えるようになっ

た高校 3 年生の 5 月頃、 人たちと してい

るときに、教 の に置かれていた大学 内誌

を 気なく にしました。それをめくってみる

と、国 大学の びには地 の茨城大学や筑波

大学の情報がそれ れ数ペー にわたって
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されていました。 の大きな大学は学部学科

の数も いわけですから、たくさんの情報 を

盛り む があったのでしょう。そしてその

ままペー をめくり続けてみると、筑波大学の

情報が された部分の ペー の下 分に、

図書館情報大学というそれまでに いたことが

ない名 の大学を見つけました。その情報 は

わずかに ペー だけでした。一学部一学科の

科大学であるがゆえに、ほかの大学と て

も情報 が 端に少なかったのですが、そのこ

とがかえって 的なものに見えました。わず

か ペー だけという情報 では、 体的にど

んな大学なのかはわからないままだったと思い

ますが、そのときに「 思 な名 の大学がある

んだな」「図書館情報学というのは いたことが

ないな」と く に ったのです。図書館とは

まったくといっていいほど がなく、それほど

関心もなかったわけですが、図書館情報学とい

う学 には く かれるものがありました。 
そして図書館情報大学の受験科目を見てみる

と、 ンター 験が 国数の 3 科目という し

い組合せになっていることに気がつきました。

こういう組合せはほかの大学では目にすること

がありませんでした。私が図書館情報大学に興

味を つようになったきっかけの一つが、この

ときの 的な受験科目の組合せだったのです。

大学の受験科目の一 を めてみると、

国数 理 国 数理などの組合せばかり

が目 ちます。しかし、 国数という組合せは図

書館情報大学くらいしか できなくて、その

こだわりの部分に私は く かれたのです。 
たまたまその に一 にいた が、「図書館

のことについて学 大学がつくばにあるらしい

よ」と教えてくれましたが、その も ってい

るのは 在地だけで は していないよう

でした。当時のク ス担 の先生に「図書館情報

大学ってどういう大学ですか 」と きに行き

ましたが、先生からも「よく分からない」「とり

あえず大学 内を取り寄せなさい」としか わ

れませんでした。同 高校からの入学 も数年

に一度くらいのようでしたし、先 たちが す

ような入 情報の も少なかったわけです。 
同 茨城県内だし、つくば市ならば実家から

もそこまで遠すぎないということで、さっそく

図書館情報大学の大学 内を取り寄せました。

大学 内に目を通してみると、図書館情報学に

ますます興味がわきました。図書館について学

ぼうとすると、たとえば古い時代の を っ

たりするので古 文学の は になるし、

図書館の も学 ことになります。その一方、

図書館ではコンピ ータも 的に 用するこ

とになるので、数学の も になるらしい

ということが大学 内で することができま

した。図書館情報学ならば、そのときの私の興味

関心の を めることなく、理 文 を わ

ずに 広く学 ことができそうだと感 たので

す。後々になって学 という を ることに

なりますが、理 文 という 組みにとらわ

れない学びは、図書館情報学ならば たしてく

れるという 感が く 生えてきたのです。 
私はさっそく図書館情報大学のオー ンキ

ン スに申し みました。当 は大学の ーク

ス ー ンで Mosaic を らせてもらったこ

とを えています。 コンが自 にあるよう

な家 ではなかったので、そのときにはほんと

うに「 っただけ」という感 しか らず、理

もまったく いつきませんでしたが、実 に大

学を れてみて 囲気も気に入って、ここに

学しようと 望校が になりました。私たち

が高校 3 年生のときは 1995 年で、ちょうど

Windows 95 のニ ースが大々的に報 られて

いた時 でもありました。オー ンキ ン ス

で してくださった先生方の を思い出しな

がら、「大学ではこういうことを するのか

な 」とニ ースを めたりしました。 
私が通っていた高校には、図書館情報大学へ

の 入 が それ れ 1 名ずつありまし

た。ほかに を 望する 子生 がいなかっ

たため、すんなりと 入 も受けることがで

きました。 入 では ながら ちてしま
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いましたが、その後の 験で 事に合 す

ることができました。 り止めとして私 大学

も 3 校（いずれも文学部 本文学科）を受験し

ましたが、 的に図書館情報大学に合 でき

てしてほっとしました。 
そして卒業 を える に、高校から

（平 年度 ） という一 の文 が 渡され

ました。この文 には、お になった 川 先

生が「もっと遠くを 」という文 を寄せてくだ

さいました。 川先生は同 学年のほかのク

スの担 だったのですが、私の在 していたク

スでも国語の 業をご担当されていました。

図書館情報大学に 学して理 や文 を わな

い をしようと考えていた私にとって、 川

先生の からは き さるような さと

を感 ました。学部生から大学 にかけて、そし

て図書館のことを考え続ける 事をするように

なった現在に るまで、 か いがあるたびに

み している文 です。私を学 の に

く びつけてくださっている となる で

あり、 むたびにとても身が き まります。 
今 の誌上講演会のために、 めて 川先生

の文 を み してみました。そしてこの文

を さまにも んでいただきたいと思いま

した。中 端に 用する ではかえって 川

先生の文 のすばらしさが わりづらいと思い

ましたので、この講演のなかで れることは

しません。 川先生にもご を し上げまし

て、この誌上講演会への 文 の をいた

だきました。本稿の に しております。私

が高校を卒業するタイ ン で れてからずっ

と大事にしている 川先生の文 を、 この

会にお みいただけると しいです。高校卒

業 の私が、理 や文 という 組みにとら

われないような学びを い めるようになった

となる です。高校卒業を えるにあた

り、このような心に る をいただくことが

できてほんとうに かったと思います。 
同 茨城県内ではありますが、自 からつく

ば市まで通うには があるため、実家を

れてまずは学生 に入ることになりました。

こうして私は公共図書館の利用経験をほぼ た

ないままに、図書館情報学の を くことにな

ったのです。私の図書館経験は図書館という施

設そのものではなく、学 としての図書館情報

学から始まることになったわけです。 
 

.   

大学生になってつくば市で一人 らしをする

ようになると、つくば市 中 図書館が身近な

在になりました。それでも幼い頃に公共図書

館の利用 がまったく身についていなかった

ためか、大学入学後に利用 ー をつくって

みたはいいものの、在学中にそれを 的に

用することはありませんでした。公共図書館が

身近にある生 にはなりましたが、それを

的に利用するまでには らなかったです。学生

時代は大学近くにある 書 という本屋に

よく出かけており、本は りずに って むと

いう が身についてきました。その頃は 書

録として で書き みをしながら本を む

ようにしていたため、 入して に置いてお

く があったことも公共図書館をつかわなか

った理 です。その後も本を って むという

スタイルのまま今 に っており、本を公共図

書館で りて むという は今になっても身

につかないままとなりました。 
また、大学に入学してしまえば、 はほぼ

大学図書館で事 りるようになりますので、公

共図書館を利用する が身につかなくてもさ

したる はありませんでした。これは や

出 ービスだけではなく、 み かせやブッ

クトークなどの ービスも経験として

づけられていないということでもあります。

は後 しますが、このような公共図書館経験

の は、私自身の興味関心を「語る」ことへと

く方向づける にもなっていると思います。 
実 に入学して学び始めてみると、図書館情

報学という学 は思っていたよりも 分と取り

上げる ー の が広く、大学で学 うちに興
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味関心も 々と変わっていきました。また、大学

で出会った周りの 人たちの を いてみると、

当 ながら「図書館司書になるため」という理

で大学を んだ人が いことにも気がつきまし

た。それはまた、当たり のように生 のなかに

公共図書館が身近にあった人たちが いという

ことに気がついたとも えます。そういった

人たちと をしていると、私は らかに って

きた が いすぎるということを 感しまし

た。公共図書館の利用経験が らかに りてい

ないことを思い らされたわけです。 
大学で学んでいるうちに、 先として図書

館司書という 事も 野に入れたりはしたので

すが、それでも 2 年生の くらいの時 で「図

書館司書にはならない」とあっさり めてしま

いました。自らに公共図書館を利用する が

ないことに自 的になったこともあり、自分が

図書館司書として働く姿が しづらかったと

いうこともあったと思います。 理してそうい

う方向を目 すよりは、高校生の頃に 的な

入 科目に かれて図書館情報大学を んだと

きのように、できるだけ理 文 を わない

姿勢で興味関心を ち続けながら、 広い分野

の学びをしようという気 ちがますます くな

ってきました。図書館情報大学に通いながらも、

図書館という施設そのものにはこだわらないと

いう姿勢がより になってきたわけです。 
図書館情報大学は一学部一学科の 科大学で

したが、それでも実にさまざまな分野の先生が

いらっし いました。3 年生の 頃になると 人

かの先生と面 をしてから を行います。

いろいろと んだ 、文学を ー に卒業

文を書きたいと思うようになり、 古一 先生

を 教員に びました。高校 3 年生のときに

も り止めの私 大学を文学部で受験していま

したが、大学 3 年生の頃になると図書館情報学

を学びながら文学への関心を ち続けるような

になっていたわけです。卒業 文の ー

として、その頃に関心を って んでいた

治を びました。図書館情報学を学 的 と

しながらも、そこから 本近代文学を 向する

ような ー の び方は、このあたりから

見え始めることになります。 
 

.   

学部の卒業後はそのまま大学 に 学しよう

と考えていましたが、現 の大学 4 年生のとき

に受験した大学 入学 験には ちてしまいま

した。当時のことを り ってみると、はっきり

とした を てることができておらず、

面 でも ー について十分な もでき

ていなかったと思いますので、 合 になって

も当 の だったと思います。 
も まっていないまま大学 4 年生の の

り頃になりましたので、卒業後の身の り方

を考え す がありました。私たちは

の 代であり、 に 2000 年卒業の 人

は 0.99 と 1 を り むような どい で

したし、時 的にも出 れた になって

しまったので内 をもらうのはそれなりに し

かったです。それでも の わり頃に東 内

の さなコンピ ータ会 に内 をもらい、

2000年 4月から ス ン ニアとして働く

ことが まりました。卒業後に ス ン

ニアになった大学の同 も くいましたので、

インター ットが勢いを しながら のなかに

広まっていったあの時代の 気を思い出します。 
新卒で入った会 には私を めて 5 人の同

がいました。ところが東 で一人 らしを始め

て会 員として働くようになったものの、入

して 々に の 々が続くようになったこと

で過 気味になり、身体的にも 担が生 る

になってしまいました。また、 々と同 のう

ちの 2 人が 9 月と 10 月にそれ れ会 を め

てしまったこともあり、このままその で

事を続ける気 もなくなってしまったため、私

も自分の身の り方をもう一度考え しました。

教員だった 古先生にも が わる頃に

し、両親にも を得た上で、2001 年 2 月の

大学 入 を 度受験することを 心しました。
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先に めた 2 人の同 に続く で私も 2000 年

11 月には会 を め、その後は とまず実家に

ることになります。わずか 8 か月間の東 で

の会 員生 でしたが、 事内 としてデ タ

ルアー イブ（文書 のデ タル とデータ

ースの ス ）を担っていましたので、こ

のときに 間でも実 に れたことによる学

びはそれなりにあったと思います。 
11 月いっ いを東 で過ごして 12 月には実

家に り、自 で大学 入 の をしていま

した。実家に ってからはほとんど を出 く

ことはなかったのですが、このときに と思い

って 市 中 図書館に行ってみること

にしました。 の年に一度 ちている大学 入

を 度受けるわけなので、 めて図書館のこ

とを考えなければならないと思い、少しだけで

も「公共図書館で をする」という経験をして

おきたかったのです。高校生までとは って自

分で の もできるようになっていましたの

で、年が けた 2001 年 1 月には、気分 も

ながら 市 中 図書館を すること

にしました。実家からは がありますので、そ

れほど に通っていたわけではなく、2 か月間

のうちで 2 程度しか利用していませんでし

た。 数としては数 程度しか れていません

が、高校生の頃に 気なく らりと ち寄った

公共図書館に、今度は利用 としての を

ちながら び れることになったのです。 
そして 市 中 図書館で をしてい

たある 、 の合間に と周りの利用 たち

の を見 しました。とても いたことに、数メ

ートル れた の には した 川先生が

っていらっし いました。高校卒業から 5 年と

いう時間が経ってから、思いがけず図書館で

会したのです。 川先生もすぐに私の 在に気

がついてくださったので、そのままほかの利用

の にならない で ち をしました。

川先生は高校教員から へと 身するた

め、司 験の をしている 中とのことで

した 2)。私の方も会 員を めて大学 を受験し

すことを 川先生にお えしました。 川先

生が寄稿された文 に感 を受けてから5年後、

めて大学 での学びを続けてみようと し

たタイ ン で に 会できたことは、つく

づく 思 なご だと感 ています。その後も

れる時間がたまたま るタイ ン で 3 く

らいは図書館でお会いしたと思いますが、 川

先生と同 間で をしていたこの時間は、

度学 の に ろうとする私にとって気

ち的にとても みになるものでした。 
私はその後に 2001 年 2 月の大学 入 を受

け、今度は 事に合 することができました。大

学 への入学 のため、私は 2001 年 3 月に

は 度つくば市に っ しをすることになりま

す。私が 市 中 図書館を れていたの

は、2001 年 のわずかに 2 か月間程度のでき

ごとだったのですが、図書館という 間が 会

と 出 の として見えてきた 重な時間だっ

たと思います。学部時代の同 から 1 年 れと

なってしまう はありましたが、大人に

なってからの少しだけの公共図書館の利用経験

とともに、図書館情報大学の大学 へと出 り

の で 学することになります。 
 

.   

文では作家 三浦 子の個人書誌作

と を行いました。卒業 文で取り上げ

た 治の作 に見られるキリスト教思 に関

心を ったというところからのつながりです。

これは図書館情報学と近代文学 とをつなぐ

に に興味を ち始めたことによるもの

で、このときには学部の講義でも学んでいた書

誌というキー ー を取り上げることになりま

した。学部の卒業 文は 治の作 とい

うように、いかにも文学 らしい内 になっ

ていたのですが、 文ではもう少し図書館

との を ったほうがいいだろうということ

になり、そのキー ー として上がってきたの

が書誌という り だったわけです。書誌は文

学 のための でありながら、それと
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同時に図書館における ンス ールとし

ても用いられるものであり、 り ってみても

文の ー に さわしかったと思います。 
文の を めるにあたっては、 川

市にある三浦 子 文学館のお になり、

同館の をもとにした文 を 2 に

分けて行うことができました。三浦 子 文

学館の開館は 1998 年 6 月で、私が大学 の

課程に 学したのが 2001 年 4 月ですの

で、 を行うタイ ン としてはちょう

ど かったと思います。 文の は、その

を した 三浦 子書誌（ 出 ）

を 2003 年 4 月に、本 を した 三浦 子

人と文学 （ 出 ）を 2005 年 11 月に、それ

れ出 することができました。私は の

ー についての文 を 的に して一 に

するという地 な作業におもしろさを感 てい

るのですが、それは生 の 分による部分もあ

ると思いますが、 としてはこの

文の の に身につけたものです。 
そしてそのままの勢いで、2003 年 4 月に

後 課程に 学しました。 先は変わりませ

んが、大学が合併したため、 後 課程から名

目上は筑波大学に変わりました。 文では

書誌を ー に びましたが、 文で

は文学館を 上の重 なキー ー として

げることになりました。 文の ー を

めるにあたっては、三浦 子 文学館での

の経験が大きく しています。文学館

は 、 館学の と見なされてきま

したが、「文学 をするにあたっての 図書

館のような も しているのではないか 」

という を いたことがきっかけとなります。

後 課程では、「図書館と文学」をつなぐキ

ー ー には、書誌のほかに文学館があるとい

う気づきを得たことが大きかったと思います。

これによって自分のやりたいことや方向 がよ

り になりました。それでもその ー がは

っきりと見えてきたのは 後 課程に 学し

てから 1 年くらい後のことなので、私自身も

には できなかった でもあります。 
その当時に入 できた文学館一 を 考にす

ると、文学館と呼ばれる施設は 国に大 合わ

せて数 を数えられるとありました。また、1995
年 6 月に 国文学館協 会という業 体が

していたことも りました。そこでその

文学館を として、その出 を 的に

めてみたくなりました。 文では に

らかの で文学館の名 が されている文

を 的に し、それらを書誌としてまと

めてみました。そうすると図録 目録

館報など、文学館からは実に 様な出 が

出されていることが できました。これら文

学館の出 は、図書館での ンス ー

ビスや文学 にも 用されてきたものです。 
文は 2006 年 6 月に 出したのですが、

この はさらに時間が経った 2013 年 4 月に、

内 を大 に する で 文学館出 内

総 図録 目録 館報 として

ア ー から出 することができました。

校の筑波大学 図書館が私の 文をオ

ー ンアク スにしており、 ア ー

の さんという の方がそれを見て

を取ってくださったことが出 のきっかけと

なっています 3）。オー ンアク スの を

く感 た個人的な経験として、このときのや

り取りはとても 深いものとして に っ

ています。この本の出 によって、2014 年 6 月

にアート キ メン ー ン学会から学会

をいただくこともできました 4）。 
私自身のできごとを 上のように り って

みると、学部生の頃から図書館情報学を学びな

がらも、大学 で書誌や文学館といったキー

ー にたどり くことになった理 は、そもそ

も私自身に公共図書館の利用経験がなかったた

め、私の 風景には図書館という 在がほぼ

まれておらず、 的に図書館そのものに す

る関心やこだわりがそれほど くならなかった

ことが大きかったのだと思います。図書館未設

置自治体で ちながら図書館情報学を学 とい
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うような をしたことで、大学の学びで得た

ことを実 の図書館施設 設 や図書館 ービ

スではない 域へと拡 していく が さ

れていくことになりました。 
 

.   

2006 年 6 月に 文を 出した後、私は同

年 10 月からスロ ニアに 住することになり

ました。リ ブリ ナ大学の 本 講 で

バ ィ ルを取得する先生が出てきたため、そ

の代わりに 1 年間だけスロ ニアで教 に て

る人を していたらしいのです。私が 文

を 出する間 に、たまたま私の 教員の

古先生がリ ブリ ナ大学で 1 か月間の

中講義を めていた関係もあって、私にその

ンを き受けられないだろうかと が

ってきました。 後 課程の 後の 事は

に まっていませんでしたし、 によって

校からも れざるをえない になりました

ので、先行きの もありましたが、せっかくの

会だということでスロ ニアに行くことを

めました。その時 で 三浦 子書誌 三浦

子 人と文学 という 2 の本を出していたと

はいえ、私は学会などには していなかった

ために学 の り合いはほぼいない でした

し、1 年後にスロ ニアから ってきても 事の

あてはありません。その先の 的な 開もど

うなるのかがまったく できませんでしたが、

とりあえずは されている 事をしっかりこ

なしてこようと考えながら 本を出国しました。 
スロ ニアに住んでいたのは 2006 年 10 月か

ら 2007 年 12 月までのわずか 1 年 3 か月間だけ

でしたが、この 間はスロ ニア国中のさまざ

まな図書館 館をめぐることを してい

ました。スロ ニアに住むようになってすぐの

頃に、リ ブリ ナ大学近くの書 で GUIDE 
TO SLOVENE MUSEUMS という本を見つけ

ました。スロ ニア国内の 館 リー

252 施設の情報が されたこの本を のよ

うに めては 関を び、 を利用して

あちこちのまちに出かけていきました。スロ

ニアの国 面 は 本の 国とほぼ同 くらい

で、ほぼ中心部に位置する リ ブリ ナ市

からは、高 をつかえば 2 時間程度でどの

まちにも行くことができます。図書館 館

リーめぐりのおもしろさを ったのは、

この時 に 中的にスロ ニア国内をめぐり

いた経験が大きかったと思います。 
たとえば 1991 年に ー ス ビアから

するに して、その作 がスロ ニア国 に

ばれた ン ー ン（1800
1849 年）という 人がいるのですが、ク ーニ

というまちにはその住 が されています。

スロ ニアに 在していた頃は 文を 出

した 後だったので、文学 のアー イブの

から考えても、こういった施設が されて

いることを興味深く めていました。 
スロ ニアという国のおだやかさは自分の

にも合っていて、 の らしがとても し

かったです 。もとから が まっていた

事とはいえ、たった 1 年 3 か月（ の 長を

されたことで当 の よりも 3 か月だけ

在が びました）だけで 本に ることにな

ったのはとても な思いがしました。2007 年

12 月いっ いです ての 事を えましたので、

年 けの 2008 年 1 月の上 に 1 間ほどウィ

ーンを してから 本に ってきました。 
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.  

ア デ ック リ ース イ の岡本 さん

が されていた ARG ストとい

うイ ントがあります。これは のうちか

ら 10 名が 5 分間の イトニン トークを

する 一部と、 の交流会によって

な人々が出会う をつくり、出会った人びとの

同 のコ ー ンを そうとする 部

から されています 5）。2008 年 7 月から 2012
年 2 月までの間に、 国 地で 15 の開催実

があります。私は 2008 年 7 月に で開催

された 1 目の ARG ストに

し、このときに岡本さんとも面 を ちまし

た。私が 事の を広げていく上で となっ

た重 なイ ントです。 
私は 下の 6 の ARG ストに

し、そのうち 3 については 一部の イ

トニン トークにも しています。 
 

1 ARG ARG スト

（2008 年 7 月 12 ） 
この に岡本さん、 さんと り合

いました。 
6 ARG ARG スト

（2009 年 11 月 12 ） 
イトニン トーク「文学 はどこに

ある 」を行いました。 
この に さんと り合いました。 
7 ARG ARG スト 筑波

（2010 年 1 月 17 ） 
の一人として しました。 

10 ARG ARG スト

（2010 年 11 月 23 ） 
イトニン トーク「図書館のできごと

図書館員の気 ち」を行いました。 
13 ARG & スト 伊勢（2011

年 7 月 23 ） 
イトニン トーク「文学と図書館を一

に学んでみよう」を行いました。 
2011 年 4 月に皇學館大学に したこと

もあり、 伊勢でやりましょうと岡本

さんに開催をご いただきました。 
15 ARG ARG スト@

（2012 年 2 月 26 ） 
この の 後に私は関 文 の会で「

本近代文学館が設 された頃の 今か

ら くらい に文学 の未 を考

えていた人々がその頃にいったい をし

ていたのか」という を行っていたの

で、 一部の時間帯には することが

できず、 部からの となりました 6）。 
 
ARG ストを通 て 催 の岡

本さんと り合いになったことは重 なのです

が、それに えて 6 の開催時に さ

んと り合いになったことも の一つであり、

これが後々に Library of the Year の 事へとつ

ながっていきます。 は後で ますが、まっ

たく もしていなかった へと 開していく

流れを り ってみると、「 な人々が出会う

」「出会った人びとの同 のコ ー ン」

という ARG ストの げる理 の

すばらしさを 感します。 
私が 1 ARG ストに を

申し んだ時 では、一 に しようと え

るような り合いが にいませんでしたので、

自分一人きりで 面の人ばかりの会 に向か

うことになります。スロ ニアから 国後の

2008 年 4 月から 2011 年 3 月までの 3 年間は、

私はいわゆる 業 常 講 として らしてお

り、 の ストを しながら司書課程の 業

をいくつかの大学で担当していました。 2
ほど 常 講 の 事で 出する は、ずっ

と自 にこもって一人で作業している 々が続

いていました。 後 課程の 後は 校で

ある筑波大学との 的な も れてしまっ

ていましたし、スロ ニアから 国した後も

上の り合いがいない は変わりませんで

した。そういう だったこともあり、 1
ARG ストに して り合いが
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えてなかったら、私はもしかしたら 生

を めていた も高かったと思います。

これは大げさな い方ではなく、私にとって

ARG ストはそう い れるくら

いの大きなイン クトがあったのです。 
に 上の 間や り合いもいなかったそ

の頃、私がな 1 ARG スト

というイ ントの 在に気がつき、それに

することになったのかというと、大学の後 で

ある さんの書いていたブロ かたつむ

りは 子図書館の をみるか を していた

ためです。このときには さんも イトニン

トークをすることになっており、2008 年 6 月

29 のブロ 事にそのあたりの事情が書かれ

ています 7）。 さんのブロ から岡本さんの

ブロ 事「 1 ARG への招 」へと

び、そこから興味を って を申し んで

みたという流れになります。そういう情報の流

れを考えると、 さんのブロ が私と岡本さ

んをつなげてくれたと えます。 さんには

この を りて感 の を えたいです。そ

して めて り っても、この時 の かたつむ

りは 子図書館の をみるか は 新 度が高

く、 事の内 にも き まれる を感 ます。 
なお、私が岡本さんの名 を めて した

のは、それより少し の 2008 年 5 月 4 の

さんのブロ 事「岡本さん 筑 農

ンター、農 情報 ンター

」になります 8）。この 事を んで「岡本さ

んってどういう人なんだろうか 」と思ったの

がきっかけです。そしてさらに を過 に っ

てみると、そもそも私が さんのブロ の

在を ったのは、2007 年 5 月 25 の「え、こ

れ本当に山本 一教 」という 事になりま

す 9）。このときの私はまだスロ ニアで らし

ていた頃で、今となっては 体的に について

ていたのかは思い出せないのですが、山本

一先生の書かれた文 を る があって

ウ ブで してみたら、 かのタイ ン で

さんのこのブロ 事が っかかってきた

のです。おもしろい 事を書く後 がいるんだ

なと思いまして、これ に さんのブロ

に 目するようになり、スロ ニアに 在して

いるうちからその になっていました。

さんのブロ に 1 ARG ス

トの 事が公開されたのは、スロ ニア 在中

の気づきからさらに 1 年後のことになります。 
 

.     

.1     

2006 年に始まった Library of the Year は、

「 い図書館を いと う」を理 に げた

制度です。その ロ スの を通して、図

書館の「 い」ところを 語 しようとする取組

みです。NPO 人 的 イニ ア ィブが

催するイ ントで、現時 では 2021 年の 16
目まで 年開催が続いています。 
そもそも私と Library of the Year との を

つくってくれたのは、国 国会図書館の さ

んになります。 さんはその当時に Library of 
the Year 考 員会の 員長を めていて、

2011 年に「 考 員になりませんか」と をか

けてもらいました。 したとおり、 さんと

は 2009 年 11 月 12 の 6 ARG
ARG スト で り合いました。たまた

ま同 タイ ン で イトニン トークに

していたのです。 さんは 会 中

NEO というイ ントを長く 催されていて、後

に私のこともその 供 として ってく

れました。 さんとの出会いから 年後の

2010 年 6 月 15 に、「高 や」というお

に 10 人ほどの き が まってくれまして、

私は「文学館とは か 名 のある の

公開業 とその周辺」という をみなさん

に いてもらいました。2009 年 1 月に私は文学

館 会という を自分一人だけで げてい

たのですが、 さんはこの に 目してく

れていたみたいです 10）。文学館 会を ち上

げたときの経 は、過 にア デ ック リ ー

ス イ のメール ンに寄稿しています
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ので、その 事をご ください 11）。 
会 中 NEO は、学会 などのよう

に自 的に するような 会ではなく、 か

から「あなたの を きたい」「文学館について

語ってほしい」と されて をした の

会になります。 会 中 NEO の につ

いては、 6 ARG ARG スト

のなかでも さん自身が イトニン ト

ークで語っているのですが、 な まりだ

からこそのおもしろさがある 間になっていて、

供 として しをしていてとても しか

ったです 。文学館の という ー がいま

いち理 されづらかった のなかで、 かか

ら「 された」「 められた」という経験は自

分の を めていく上でも自 にもなりまし

たし、自分のやっていることはきっと間 いで

はないんだろうなという感 を得ることもでき

ました。 さんにはとても感 しています。

2011 年に三重県に り住むようになってから、

同 ような で 会 近 という まり

を 催するようになったのですが、これについ

ても さんからの を く受けています。 
こういったやり取りをしてきた き合いがあ

るので、 さんからの Library of the Year の

考 員 の を る理 はまったくなく

て、むしろ び りとして私という 在が「

められた」と感 たできごとでもあります。

さんがいなかったら、私はおそらく Library of 
the Year というイ ントに関わることはなかっ

たと思います。そしてその 景には、出会いのき

っかけとなった ARG ストの

が んでいることを めて しておきたいと

思います。岡本さんが ARG ストの

設 の目的に、「出会った人びとの同 のコ

ー ンを そうとする」ことを げていま

したが、私と さんとのつながりはまさにそ

の事 の一つだと思います。 
とはいえ、Library of the Year の 考 員に

するにあたっては、いくらかの いがあり

ました。 でも たように、私には公共図書

館の利用経験が しく けています。「私でいい

のか 」という思いは当 ありました。それでも、

Library of the Year の理 にある「 い図書館

を いと う」という 語 の作業ならば、自分

にもできるのではないかと思いました 12）。 め

られているのは の図書館の利用経験ではな

く、図書館の「 い」というところを な

で すことです。そしてまた、 がりなりにも学

部生の頃から 後 課程に るまで、10 年近

く図書館情報大学で学んできたという自分の

を しようと思いました 13）。 
生まれ った村に公共図書館がない だっ

たこともあって、私は自分自身の 長過程では

その利用経験を身につけることはできませんで

した。しかし、これから先に未 のために図書館

を語ることならばできるのではないか。過ぎ

ってしまった自分の過 、公共図書館の利用経

験が得られなかった過 を変えることはできま

せんが、これから先の図書館の未 を語ること

で、過 の自分が置かれていた を し

て えながら、新しい の見方で過 を り

ることはできるのではないか。幼かった頃の自

分が しかった図書館、 としていた図書館

の は、これから先の未 の図書館を語るこ

とで見えてくるかもしれない。そのときにそう

いうことを思ったのです。幼い頃からの 長過

程において公共図書館の利用経験がないという

ことは、私のなかに公共図書館の 風景も 在

していないということです。 を変えれば、こ

れは先入 なしに図書館というものを見る目に

なっているということでもあります。 さん

には「私でよろしければお き受けします」と

に受 のお 事をしましたが、その で私は

さまざまな思いをめぐらしていたのです。 
そして図書館情報大学で学んできた自分の

を するということは、それは学部生の

頃からさまざまな講義や演 でお になって

きた先生方への しでもあるとも思うように

なりました。教え子の にいる自分が Library 
of the Year の 考 員への を き受けるこ
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とは、私を ててくださった くの先生方に

する自分なりの感 の気 ちを 現する 会で

もあると思ったのです。高校生だったあの頃に

図書館情報大学を んでよかったと思える。図

書館情報学に出会えてよかったと めて過 を

り ることができる。2011年のLibrary of the 
Year 考 員をお き受けしたときに、私はそ

ういう思いを っそりと めて さんにお

事をしたのです。後々に さんからは個人的

に「Library of the Year の 考 員に筑波 の

人がほしかった（ の人が かったので）」

という も教えてもらいましたが、そういっ

たさまざまな が重なったことと、そしてお

そらくは さんの同 代という 味でも、そ

のときに三十代 だった私の ち位置はタイ

ン 的にちょうど かったのだと思います。 
長きにわたって Library of the Year の 長を

めてこられた大 身先生や私をその に

き んだ さんを始めとして、 からの

なメンバーは 10 周年となる Library of the 
Year 2015 を 後に されています。そして

2016 年の 開から 考 員長となった山

さんも、2020 年をもってそのお 目から

されました。そして山 さんからお 目を き

継ぎ、2021 年には私が Library of the Year の

考 員長になりました。同 に り続けてい

ただけとも えますが、自分自身でもな こう

いう 開になったのかが 思 でなりません。 
それでも 考 員長に することになった

この について、私なりに り ってみれば、

Library of the Year の げる「 い図書館を

いと う」というコン トに共感したからと

いうことに行き きます。その年ごとの図書館

や図書館的 の「 い」ところを 語 する

的作業に を感 、図書館を「語る」ことに

して に い共感を えたからです。Library 
of the Year における 語 は、 一には受

関のために行います。受 関の「 い」ところ

を 野の から 語 していきます。そして

には、みんなのために 語 を行います。受

関の当事 だけではなく、図書館に関わっ

ているみんなが学 き 出した を るた

めに「 い」という を にしていきます。そ

して 三に、私自身のためでもあります。図書館

について「語る」こと、図書館の「 い」ところ

を 録に めること。そのように「語る」ことを

していく過程は、私自身が図書館との を

ち続けていくための 会にもなっています。

図書館情報学を通して、私は図書館を「語る」こ

とのおもしろさに気づくようになったのです。 
 

.      

私はこれまでに Library of the Year について、

下の つの文 にその や 義をまとめて

いますので、 しくはこれらをご ください。 
 

岡野裕行 「 い図書館」を「 い」と い

続ける未 のこと（総 Library of the 
Year の とこれからの図書館） LRG

イブ リー リ ース イ no.13
2015-12 p.15-54  
岡野裕行 Library of the Year い り（

いま、Library of the Year と向き合う）

LRG イブ リー リ ース イ

no.37 2021-11 p.8-57  
 
このうち、2015 年に した の文 は、も

ともと Library of the Year を 10 目となる

2015 年で えることが まっており、それを受

けての総 事にもなっています。これについ

ては、 であるア デ ック リ ース イ

の岡本さんに を く められたことで書

き めたものです。 
Library of the Year 2011 では東近 市 図書

館、Library of the Year 2012 ではビブリオバト

ルの ンターとして、私は 考会の

にも たせていただいています。2011 年に東

近 市 図書館の ンターを担当したのは、

関東在住の 考 員が いなかで、もっとも受

関に 的に近いという理 がそのときの
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の流れだったように しています。ス ン

ー 業から 少の協 はいただいてはいる

ものの、Library of the Year の事業は 本的に

は 考 員の 当で を行っているもので

あるため、少しでも交通 などの 経 を

えたいという事情があったのです。 ンタ

ーにご 名をいただいたので、 をまと

めるために東近 市 図書館まで取 に れま

した。私は から なこともあり、 を

み重 て みかけるようなスタイルで をする

ことが いのですが、Library of the Year 2011
での ン は、私個人としては しいや

り方として、できるだけ に するために

やや さを え気味にした し方を みました。

このときは としては 施町 図書館に大

を取られておりますので、もう少し ン

の を る 地はあったと思いますし、自分

のスタイルに合った方 で んでも かったの

ではないかと わってから をしました。 
2012 年の Library of the Year 2012 では、

ビブリオバトルの ンターを担当すること

になりました。2011年のときの を まえ、

この年は みかけるように を み重 てい

く ン を 用しました。このときに

に したのは、 で す内 とス イ に

す をできるだけ なるものにする（ス

イ の内 をそのままな るような し方をし

ない）という みです。 情報はス イ で見

てもらい、 情報を り で けるという

もので、 ち時間の 7 分間のなかに盛り める

情報 をどこまで やせるのかということを考

えました。当時の を見 すと、用 した

ス イ の 数が 121 ありましたので、1 分

間あたりで 17 を 理していたことになり

ます。ス イ 1 あたり 3.5 くらいで 面

を り えながら、さらに から出る はス

イ に書かれた を に み上げること

はしないという方 で ンをしました。

数としては ではありましたが、 として

このときは大 を取ることができましたので、

その当時の 員の人たちの に るような

ンができたのではないかと思います。 
2011 年に Library of the Year に関わるよう

になってから、 に 10 年を える時間が過ぎま

した。そして今年の Library of the Year 2021 で

は、 もしていなかった 考 員長のお 目

をいただくようになりました。2020 年まで 考

員長を めていた山 さんからその を

される になっておりますが、山 さんからは

「ビブリオバトル 員会の代 も長く め

ていたから でしょう」という い文 をい

ただきました。また、 代交代することで一気に

らせたいという でもありました。さすが

に 考 員長のお 目を担うことには いはし

ましたが、せっかくのお ですのでありがたく

お き受けすることにしました。 めて 考

員長として向き合った Library of the Year 2021
も 事に えることができてほっとしています。 

 
.  

.1  

ビブリオバトルについては、2010 年 6 月に

イッターを介してその 在を しました。そ

れを教えてくれたのは、私の大学の後 でもあ

る岡部 さんの イートです 14）。その後、

2010 年の 学 に 常 講 として出講して

いた 子大学の「 書と かな人間 」の

業内でさっそくビブリオバトルの実 を行って

います。 さんには 2008 年に ARG
ストを、岡部さんには 2010 年にビブリオバ

トルを、それ れ イッターを介して教えても

らったことになります。私がたどってきた み

を り ると、 イッターやブロ を介して重

な情報を得ていた 面がいくつかありまして、

に図書館関係 の人たちの イートはとても

考になっています。つくづくあの頃に イッ

ターがあってよかったと思っています。 
その後、ご があって 2011 年 4 月に皇學館大

学文学部国文学科に しました。それと同

年の 11 月から、ビブリオバトルの にも
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的に関わるようになりました。これは 2011
年 6 月に行われた情報メディア学会 10

大会に、ビブリオバトル考 の 大さ

んが リストとして されており、その

の 親会の で の面 を ったことがきっ

かけです。この は ち で なやり取りだ

けでしたが、 の年に 子大学でビブリオ

バトルをやったときの経験もあったので、 ー

としてのおもしろさを感 たこと、図書館で

もいろいろと 開できそうだということをお

しし、これから皇學館大学でもやってみようと

思っていることを えました。 さんとは

イッターでもつながり、 に情報交 ができ

るようになりました。私のビブリオバトル

員会の会員 は 50 でした。しかし、 入

当時はまさかその後に自分がビブリオバトル

員会の代 理事になるなどまったく で

きませんでした。このあたりの経 については、

2013 年 6 月に出 した ビブリオバトル入

本を通して人を る 人を通して本を る 、そ

して私の教え子の 野 さんと 2020 年 9 月

に共 で した「三重県における高校生ビブ

リオバトルの と の から見てき

たこと」という文 にまとめています 15）,16）。 
私自身がビブリオバトルの に 的

に を入れ始めるきっかけの一つが、2012 年 7
月に当時の 生たちが 設したビブロ ィリ

アという ークルの 在です。これは私の

生である さん（現 舎 ）ら

が自 的に ち上げた ークルです 17）。もとも

とは新しく私の 生になった学生たちに、自

己紹介がてらビブリオバトルをやってもらって

いるところから始まったのですが、 さんら

の 代はビブリオバトルのおもしろさにすぐに

気づいてくれました。私はビブロ ィリアの

教員としてビブリオバトルに関わりながら、

学生たちを見 る りとなりました。今でこ

そビブリオバトルを 目的とした大学の ー

クル設 は しくありませんが、その当時は

国を見 しても大学のなかのビブリオバトルの

体は少なく、皇學館大学ビブロ ィリアは

い事 の一つとしてビブリオバトル の

に名 が ることになりました。ありがた

いことに、2021 年 9 月には Bibliobattle of the 
Year 2021 の を受 しています 18）。 

ビブロ ィリアを設 したことによって、

教員の である私自身も の が大きく

広がりました。 は学生同 が皇學館大学

図書館内で をしていますが、そのほかに

も 市の スブックスが した ン キ、

伊勢 新 のお り、三重県総合

館（MieMu）、伊勢 一箱古本市などでのビブ

リオバトルの開催のほか、三重県教 員会が

催する高校生ビブリオバトル大会や中学生ビ

ブリオバトル大会の司会 、 市の市 大

会の開催 など、 くの の を得ること

にもつながりました。学生の という を取

りながら、三重県内のあちこちの 中高 学校

に出かけては学生たちと一 にビブリオバトル

を実施してきたことで、ビブリオバトルに す

る 目度の高さや広まり方を で感 ることが

できました。 に県の教 員会に協 さ

れる でビブリオバトルの学生 体が くとい

う事 については、ほかの 県を見渡して

みてもその当時としては しい取組みであり、

先 的な になっていたと思います。 
 

.   

2013 年 6 月から、ビブリオバトル 員会

の東海地 代 になりました。その 目を担う

ことになったのは、それまで東海地 代 を担

っていた方が 合で の 望を出してこられ

たためで、これによって地 の三重県だけでは

なく、 県 県 岡県の も 野

に入れることになりました。また、同 タイ ン

でビブリオバトル 員会の理事の一人に

もなりました。これも の地域に ることが

ないように、できる限り 国の 地域から理事

を 出したいという 向があり、それに える

で東海地 からの一人として理事会メンバー
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に わったという事情があります。これらはそ

の当時にビブリオバトル 員会の代 を

めていた さんからの によるものです。 
その後、2015 年 6 月からは さんに代わっ

てビブリオバトル 員会の 代目の代 理

事という になりました。それまでに理事の

一人としての をしていたとはいえ、 さ

んが代 をずっと続けるものだと に思い

んでいましたので、まさか私が代 の 目を担

うことになるとはまったく していませんで

した。これは さんが 2015 年から バ ィ

ルで 1 年間をイ リスで過ごすことになったた

め、国内にいる かが代 理事を めたほうが

いだろうという がありました。これにつ

いては さんから私に して 々に があ

り、私が さんのいる まで き、 人だけ

で今後のビブリオバトル 員会のあり方に

ついて しました。 さんが 在の 1 年間

だけを代 代理という で めてはどうかとい

う も出しましたが、それは さんが さ

れました。 し合いの として、 さんはき

っ りと めて に代 を交代してしまった

ほうが いだろうという に ち きました。 
その後、総会での を得て 2015 年 6 月か

ら私の が代 理事に代わり、これまで 上

にビブリオバトルの に し始めるこ

とになりました。2014 年に始まったビブリオバ

トル ン ウ を継続して実施していくこ

とや、2016 年から続けている Bibliobattle of the 
Year の など、代 理事として考えることは

たくさん出てきました。ビブリオバトル ン

ウ については、2015 年からは図書館総合

員会に共催をお いする で、 ー

の一つに組み んでもらったりもしました。

ビブリオバトル 員会がビブリオバトル

ン ウ を通して図書館総合 の協 を

ぐことになったのは、代 理事である私が 2013
年から図書館総合 協 員を めていた

というつながりがあったことによります。 
また、2013 年 は 年のようにビブリオバ

トルに関する講演 をいただくようになり、

国 地の学校関係 公共図書館関係 の

会講 を めることも えてきました。ビブ

リオバトルの 会的な 義や について考え

る には、こういった 会講 のお 目を

めたことはとても っていて、あちこちの自

治体に いてはビブリオバトルについて り

し すことで、それを語るための も私のな

かの き出しとして 分と されてきたよう

に思います。ビブリオバトルという ー の

組みはいろんな人たちを かし始めていて、実

におもしろい取組みだと めて思うようになっ

たのは、講演会 会に講 としてお招きくだ

さった 地の自治体や 体の関係 のみなさま

のおかげです。ビブリオバトルの げる「人を通

して本を る 本を通して人を る」というコ

ン トはほんとうにすばらしいと思います。 
そのほかにも、代 理事になってからは大学

生や高校生によるビブリオバトル 国大会の

の司会 の も、数年間にわたって続ける

ことになりました。 国大会という大きな

に ち上がってきた学生さん 生 さんたちの

を同 ス ー のすぐそばで められるの

はとてもおもしろくて、司会という な ち

位置で を見 ることができたのは、ほんと

うにありがたいことで 得だと感 ていました。 
そして 2021 年 6 月には、6 年間 めてきた代

理事の 目を すことになりました。これは

私自身が「代 理事の ストは の人が長く

続けない方が い」「組 は新 代 があったほ

うが い」と考えていたこともあり、 を設け

てほしいと理事の さまにお いしたことによ

ります。こういう考え方に ったのは、2015 年

のときに代 代理というやり方を した

さんの る いも していると思います。当

は さんと同 く 5 年間という ではど

うかと していましたが、私が めるとなると

三代目の代 理事を担う人を考えなければなら

ないため、その体制が うまでということで、

より 1 年先にした 続 6 まで（6 年間を上
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限とする）と を めました。2019 年 6 月に

この を施行する で を変 しています。

これによって 2019 年 6 月の時 で、私は「代

理事を めるのは りあと 2 年間（2021 年 6 月

まで）」という に変わり、その りの 2 年間

の 目をしっかりまっとうしようと考えていま

した。 を めたときは先のことはまったく

めませんでしたが、その後に COVID-19 によ

る 会的な も生 ましたので、 的に

2021年 6月まで代 理事を続けるという にし

ておいて かったと思います。 
なお、 した 野 さんは 2020 年当時に

はまだ現 の学部 4 年生でしたが、その で

ビブリオバトル 員会の理事に しても

らいました。その 1 年後には私がビブリオバト

ル 員会の代 理事の 目を れることが

まっていたこともあり、東海地 の

にも 的に関わってもらいたかったからです。

野さんは 2015 年の高校生ビブリオバトル三

重 にバト ーとして出 した経験を って

おり、皇學館大学へと 学してからはビブロ

ィリアの部員および部長として継続的に三重県

の高校生大会の に関わってきたという

にいます。私もそうですが、大人になってからビ

ブリオバトルを った 代は「ビブリオバトル

を学校で る」「高校生大会や大学生大会に出

する」といった経験を つことができません。ビ

ブリオバトルという取組みが学校教 のなかへ

と広まっていく様子は、高校生から大学生にか

けてビブリオバトルに深く関わってきた 野さ

んの姿勢から学 ことはとても かったです。 
 

.      

先に たように、2012 年にビブリオバトル

が Library of the Year 2012 の大 を受 しま

した 19）。私はこの受 時の ンターの 目

を めています。この頃はビブリオバトル

員会の 員として 入していたものの、

まだ理事どころか東海地 の地 代 にもなっ

ていない頃でした。その頃のビブリオバトル

員会のなかでもそれほど目 った をし

ているわけではなく、本 校の皇學館大学で

2012年 7月から が始まったビブロ ィリア

の として、 さい でビブリオバトルを

しみ始めた頃です。 
そういう が一変したのが、Library of the 

Year 2012 でビブリオバトルの名 が 受

関として された に、大 を する

ための 考会の ンター を めると

いう が課せられたことです。Library of the 
Year 2012 の大 を取ることを目 して、その

当時のビブリオバトル 員会の関係 に

して、 国 地のさまざまなビブリオバトル

開催データを めたりもしました。2010 年から

始まった 国的な大学生大会であるビブリオバ

トル も、Library of the Year 2012 の

考会の ンを するための大事な

の一つでした。ビブリオバトル 2012
の開催 が 2012 年 10 月 21 であり、Library 
of the Year 2012 考会はそこからさらに 1
か月後の同年 11 月 20 という 程でした。ビ

ブリオバトル 2012 に教え子が出 （皇

學館大学としてはビブリオバトル に

出 ）することもあり、私は として会 で

ある に出かけました。それは大学生大会

に出 する教え子の という理 のほかに、

Library of the Year 2012 考会の ン

ー ンのための実 という 味もあり

ました。ビブリオバトルという 会現 はいっ

たいどのようなものかを自分の目でしっかりと

見ておかなくてはならないという い思いで、

ビブリオバトル 2012 を しに行き

ました。 ン ー ンの 得 も変わっ

たと思いますので、大会の を自分の目で見

て しておいて かったと思います。 
Library of the Year 2012 の は、 員の

数としてはとても でしたが、ありがたい

ことにビブリオバトルは大 を受 することが

できました。同 タイ ン で Library of the 
Year 2012 の を受 した 関として、
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CiNii、saveMLAK、三重県 図書館がありまし

た。私は先にビブリオバトルの ンターが

まっていたために、あいにく三重県 図書館

のほうは ンをお き受けすることができ

ず、そちらの ンターはその当時の私の同

であった高 一 先生（2017 年 1 月に ）

にお いすることになりました。 
そして 2012 年 11 月 26 、 的 イニ

ア ィブの公 ウ ブ イトに さんの大

受 コメントが されました 20）。 
 

がビブリオバトル の中で、

いつも っていることなのですが、ビブリ

オバトルの目 は、 ッ ーや ッ ー

ルと同 ような「 通名 」になることです。

常生 の中に自 と 在するビブリオバ

トルになれるまで、今後とも、このまだまだ

新しい「 」の と にご 、ご協

いただければ いです。 
 
この さんのコメントを んで、「ビブリオ

バトルに して大きな ができた」「大 は

たした」という思いを きました。この時 では、

今後はビブリオバトルに してこれ 上の大き

な することもないだろうと思っていました。

Library of the Year 2012 の大 受 のときは、

ビブリオバトルの関係 もお り気分になって

いましたが、少し時間が経てば、またこれまでと

同 ような 常がやってきます。大 受 とい

う は 録としてその先まで っていくこと

になりますが、 考会の で感 た は

そのときだけのものです。大 受 の には

りながらも、 の 開がやってくるだろうと

いうことは がつきました。そして私自身は、

この先にビブリオバトルに してそれほど大き

な をすることはないだろうという思いがあ

ったのです。2013 年 6 月の理事 、2015 年

6 月の代 理事 という 開を っている現

在から見ればそうはならなかった未 になって

いることはわかりますが、Library of the Year 

2012 の 後は、私とビブリオバトルとの関

係は に したように感 ていたのです。 
 

.   

そのような思いもあったので、理事になって

から 2 年後に さんが バ ィ ルで 本を

れることになり、代 理事の 目を私に り

たいという になったときはほんとうに きま

した。私は今でこそビブリオバトル 員会

のメンバーとしては古い方になっていますが、

その当時は 的新 の にあり、もっと

くから さんと一 に 員会を づく

ってきた人たちもいらっし ったわけです。「ビ

ブ人名 」にインタビ ーが されている中

人さん、 野 さん、 生さんなどは、

ビブリオバトル の からのメンバ

ーですので、そういう人を し置いて私が出て

いく ではないと考えていたのです 21）。 
ところがそういう 開にはならず、私に が

かかることになったのです。 では快 する

ことはできなかったと思います。しばし んで

お き受けすることになりましたが、 は代

理事の 目というのは、あくまでもビブリオ

バトル 員会という組 を させ

ていく であるので、 年数はそこまで気

にしなくても いという考えに りました。そ

れと本業との 合いで代 理事を めること

ができない（ 先の 業 程に っかかる）と

いう人もいて、そのあたりは さんや私のよ

うに、大学教員という にいる人の方が か

と きが取りやすいという もありました。

さんからも「Library of the Year 2012 の大

受 のときの ンターも めたので（

員会内でも名 が られているし） だ

と思う」という い文 をもらっています。 
ここでこの を受ければ、「より図書館業 と

のつながりを くできるのでは 」という思い

が私のなかに出てきました。図書館業 にお

になっている自分がビブリオバトル 員

会の代 になれば、図書館におけるビブリオバ
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トルの開催を後 しできるのではないかと思う

ようになったのです。ビブリオバトル考 の

さんが代 の 目から下りるという事 は、

ビブリオバトル 員会にとってとても大き

な変 になります。 代目の代 になる人は、ど

う考えても さんの実 と されることに

なります。けれども、ビブリオバトルと図書館業

とのつながりを考える上で、代 交代という

できごとは重 な になるという 感もあっ

たのです。代 を受 する の気 ちが

生えたのは、やはり Library of the Year 2012
で大 を受 した の ンターを めたと

いう過 の自分の姿を思い出したからです。 
もちろん私が代 を めるからといって、そ

れがそのまま図書館での が むことに

するとは えないですし、大きな変 につなが

らないままかもしれません。とはいえ、 常的に

図書館というキー ー について考えている

にいる自分からは、少なくとも図書館に関係

する でビブリオバトルを語る 面が えるこ

とは間 いないだろうとも思えました。当 は

自分の で んだわけではありませんが、こ

のような経 で 2015 年 6 月から 2021 年 6 月ま

での 6 年間をビブリオバトル 員会の 代

目の代 理事として過ごすことになったのです。 
こうしてこの 10 年くらいの きを り っ

てみると、私はビブリオバトルの に関

わったことで Library of the Year 2012 の

ンターの 目をいただくことになり、

ンターを めたことでビブリオバトル 員

会の理事の 目と 代目の代 理事の を受

けるようになったわけです。そしてビブリオバ

トル 員会の代 理事を めてみたら、そ

のことがさらに Library of the Year の 考 員

長のご 名を受けるきっかけにもなっています。

どちらも自分から代 理事や 考 員長を め

ようと を げたわけではなく、きっかけはそ

れ れのキー ンである さんと山 さんか

らのご 名によるもので、私は われるままに

その をそのまま受け入れただけなのです。 

したように、山 さんからは「ビブリオバ

トル 員会の代 も長く めていたから

でしょう」と われ、 さんからは「Library 
of the Year 2012 の大 受 のときの ン

ターも めたので（ 員会内でも名 が

られているし） だと思う」と われました。

にもお 人が たような い方をされてい

ます。どちらが先なのか後なのかがわからなく

なるくらい、私という 在を介して、Library of 
the Year とビブリオバトルの取組みが重なって

きます。公共図書館からも本をめぐる とし

てもそれほど まれていなかった幼少時代を過

ごした私としては、これはとても 思 なめぐ

り合わせのように感 ます。 
Library of the Year は 2006 年に、ビブリオバ

トルは 2007 年というように、ほぼ同 時 に始

まっています。両 の始まりのタイ ン は、い

ずれも私がスロ ニアに 在中のできごとであ

り、私自身は 本国内の 向にはそれほど目が

向いていなかった時 になります。 たすらス

ロ ニア国中のさまざまな施設を いてい

た頃ですので、Library of the Year もビブリオ

バトルもそれ れの のことはまったく

していません。しかし、それらの取組みが

き始めたこの 15 年くらいの間に、私はその近く

で を見ることができる に変わってきま

した。私はたまたまそれらの 目のときにその

近くに っていました。これはほんとうにご

としか いようがありませんが、それでも ARG
ストを通 た岡本さんや さん、

イッターやブロ を介した さんや岡部さ

んのお名 を思い さずにはいられません。 
「本について語り合う」ことを目 すビブリオ

バトルと「図書館について語り合う」ことを目

す Library of the Year は、両方ともとてもおも

しろい取組みです。ビブリオバトルと Library of 
the Year は、それ れが の取組みとして始ま

ったものではありますが、けれどもどちらの取

組みも のおもしろさや いところを 語

し、共 するという であるという では
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ています。私のなかではそれほど大きな を感

ません。それ れが始まったときの しい経

を らない にいるために、私はそれらを

一 いた目で見ているからかもしれません。 
や 情をもって かが本や図書館につい

て「語る」ことはおもしろいです。私はそういう

面を見ることがとても きです。そういう

会をつくることも きです。ビブリオバトル

員会の代 理事のお 目も Library of the 
Year の 考 員長のお 目も、たまたまそうい

う時間と をつくる が私のところにめぐ

ってきたわけです。こうなった 景をたどって

みても、図書館情報学を学 ことを した高

校生のときからの大きな流れを く感 ます。 
 

.  

.1  

私は本について「語る」 会が きなのだと気

づき始めた頃、一箱古本市という取組みを り

ました。そして私は 2015 年から、当時の 生

たちと一 に伊勢 一箱古本市というイ ン

トを始めました 22）。本を 用したコ ニ ィ

づくりの しさを私が ったのは、ビブリオバ

トルの に関わるようになったことだけ

でなく、学生たちと一箱古本市にも取り組むよ

うになったことが大きかったと思います。 
2014 年 6 月 1 から 22 にかけて、 市の

一人出 スブックスの 屋 司さんが

ン キという本のイ ントを されました。

そのなかでビブリオバトルを実演してください

と まれまして、当時のビブロ ィリアの学生

たちと しました 23）。ビブロ ィリアは に

2012年 7月の時 で に設 されていました

し、2013 年度からは三重県教 員会との

事業も始まっていましたので、2014 年頃には

様な にも できるようになっていました。

ビブリオバトルを介して 事が き始め、

の えを感 るようになった時 になります。 
そして伊勢には古本屋 らんというすばらし

い古本屋さんがあります。 の 村 介さん

とは私と同 代なのですが、 村さんもこのと

きに古本屋を出 されており、あわせて一 か

らの を った一箱古本市が実施されまし

た。三重県 の一箱古本市がこのときに 屋さ

んが された ン キになります。地方に

おいて一箱古本市の取組みが き出す 間に

ち会えたことは、とてもありがたいものだと

り ってみても思います。そして「 伊勢でも

古本市をやりたいです 」と 村さんと を

し合うようになりました。「 伊勢 の勢

田川 いでやりましょう」と実施会 のことも

い で めました。 
そもそも スブックスという出 を っ

たのは、2011年に伊勢に っ してすぐの頃に、

屋さんが 行していた kalas という 子

を伊勢市内の で見かけたことに始まりま

す。これがとてもすばらしい 子で、 と目で

kalas の ンなり、すぐにバックナンバーも

い えました。いずれご本人にもお会いした

いと思っていたところで 屋さんとも面 を得

るようになりました。その後の数年間にわたっ

て皇學館大学の図書館司書課程の スト講 と

してお しいただくようになり、地方で出

をすることの をたびたび かせていただきま

した。地方で本の 事をすること、そして本に関

わり続けるということについて、 屋さんの姿

勢から学んだことはとても いです。 
 

.   

屋さんの ン キに を受けて、2015
年から伊勢 一箱古本市を開始しました。

人は私と古本屋 らんの 村さんであり、そ

こに私の 生たちが関わってきます。また、こ

れは 年 10 月の 4 に 人市とい

うお りを続けている NPO 人伊勢 まち

づくり のみなさまとの 事業でもあります。

ちょうどこの頃、皇學館大学は文部科学 の「地

（ ）の 大学による地方 生 事業」に

されたことで、学生による地域 を

く し めていました。学生たちの地域
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に して大学が を出してくれる制度も

あったため、それを 用して一箱古本市の

としました。開催にあたっての スターや

の 、出 として する公 の

バッ の制作、 報 書の 本のほか、

に な経 などもこの から出してい

ます。また、 制作やロ デ インは大 町に

あるnijiiroの稲 さんにお いしました 24）。

スブックスの 屋さんにもア バイスをい

ただきながら、伊勢 川の 周辺の勢田川

を会 として、伊勢 一箱古本市が実

に き出します。このときの 1 目の伊勢

一箱古本市については、 屋さんが 2016 年の

kalas 28 にも書いてくださいました 25）。 
伊勢 一箱古本市は 2015 年から 2019 年ま

で 年 10 月に開催してきました（2017 年のみ

風21 の で 11月に となっています）。

これまでに 5 の開催実 があります。 な

がら 2020 年と 2021 年は COVID-19 の で

開催を見 りました。 1 の開催時のみ、そ

の当時に 3 年生だった私の 生たちが

を担いましたが、2016 年に開催した 2
目からは、後 する皇學館大学 図書館の学

生協働 体 みくら 部による に

体を変 しています。 年のように 20
ほどの出 があり、地 に してきたイ

ントへと 長しています。 ち寄られた古本

の をきっかけとして、 くの 同 で

語り合う が会 内にあ れてきます。 年の

一箱古本市を 催しながら、私はとても しく

その様子を めています。三重県内では 2018 年

9 月から 市で 野古 一箱古本市も始まっ

ており、本を 用したコ ニ ィづくりを

しもうとする流れができています 26）。 
 
.  

2015 年 4 月に 生さんがア デ ック

リ ース イ のメール ンに寄稿され

た「ウィキペディアを通 てわがまちを る」と

いう 事により、私はウィキペディアタウンと

いう取組みを りました 27）。2015 年のうちは

を められずに実施することができなかった

のですが、 2016 年になったときに、ウィキペ

ディアタウン伊勢を実施してみましょうと設

されたばかりの みくら 部の学生たちに

を ちかけました。学生たちも り気で に

がまとまり、 した地域 事業の

を大学に申 しました。実施にあたってはウ

ィキペディアンの 下 さんに講 を し、

伊勢にお招きしました。 下さんの 交通

や実施後の 報 書のための 本 は、

大学からの を 用することができました。 
ウィキペディアタウン伊勢へと つながっ

てくるわけではありませんが、個人的にその

として 考になる取組みが つあります。

一つ目は、2012 年にその当時に国 情報学

（NII）にいた中村 さんのお がけで、「伊

勢 らり」というまちあるき ア リの作

に関わらせてもらえたことです 28）。中村さんと

の出会いは、私が伊勢に る の 2010 年に

り、アート キ メン ー ン学会の 員会

の ち合わせで を合わせたことに始まります。

本 の目的だった学会の ち合わせが わった

後に、中村さんにお がけしていただき、そのま

ま って 人で を続けました。私が一人

きりで行っていた文学館 会の取組みを っ

て、興味を ってくださっていたようです。中村

さんとはその で 気 合し、いずれまた か

の 会にご一 できればという をしました。

その後、私が伊勢に 住したときとほぼ同 タ

イ ン で、ちょうど中村さんも三重県の文

事業としての「伊勢 らり」のお 事をご担当

されていました。せっかくなのでご一 にいか

がですかと中村さんから を受け、私と当時

の 生たちも めて「伊勢 らり」の開 に関

わらせてもらえることになりました。そして

つ目は、同 2012 年に田 市図書館館長（当時）

の 田高広さんと 大学（当時）の時実 一先

生のお がけで、「お 本」という 子書

の開 ロ クトに関わらせてもらえたこと
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です 29）。これら つのまちあるきの取組みは、

それ れが の ロ クトとして 行してい

たものですが、たまたま同 タイ ン でその

両方に私も関わることになったのです。 
2012 年に続けて経験したまちあるきという

ー は、 2013 年 5 月に開催した図書館総

合 ー 2013 in 伊勢で私が担当した

講演の ー にもつながってきます。伊勢で

の図書館総合 は開催 ー として「東海 に

学 MALUI 」を げていましたが、私は

一部の 講演 部の リスト 三

部のコーディ ーターと、 の にわたっ

て することになったのです。当 までに会

などの事 作業も担っていたので、 り

ってみてもとても大変だったのですが、この

ときの 経験は私の をまちあるきへと向

かわせるきっかけとなりました。図書館 ービ

スとまちあるきとが重なっていく気 を く感

始めた頃です。こういった 向とほぼ同時

の 2013 年 2 月には、 本で のウィキペデ

ィアタウンが 市で開催されていたわけです。 
上のような経 で私は図書館におけるまち

あるきという におもしろさを感 るように

なったのですが、そのようなタイ ン でウィ

キペディアタウンという取組みを ってそれに

い関心を ち、2016 年 9 月にウィキペディア

タウン伊勢の が実現することになります。

その 景には、「伊勢 らり」「お 本」の取

組みと伊勢での図書館総合 の開催という流れ

があったことは めて しておきたいです。 
ウィキペディアタウン伊勢を実施する には、

ウィキペディア 本語 理 の 下さんのお

になりました。また、伊勢市 図書館の 員

の さまにも快くご協 をいただきました。ウ

ィキペディアタウンはその 年に Library of 
the Year 2017 の を受 することにもな

るので、それよりも 1 年ほど い時 で実施で

きていたことは、 の みくら 部の

実 としてもとても かったと思います 30）。 
ウィキペディアタウン伊勢では、 伊勢

人館、 伊勢うどん、 伊勢 、 、

伊勢市 図書館、の 5 目を することに

しました。 中に伊勢 人館に 合して

下さんの を き、そのまま伊勢のまちを

あるきながら伊勢市 伊勢図書館を目 します。

中にあるつたやといううどん屋さんを れ、

員で伊勢うどんを ながらつたや

の さんのお を きました。伊勢市

伊勢図書館にたどり く に、伊勢 と

も見学しています。 後は図書館の地域

を用いて たすら に みます。時間も限

られているなかで出 となる情報をきちんと

、 するための 事を し、公開までつな

げていくのは なことではありませんが、そ

れでも伊勢 人館の 事を新 できた

のは大きな の一つだったと思います。もと

もとは「東海地域で のウィキペディアタウン」

を目 して していたのですが、伊勢での開

催一 間 に 市でウィキペディアタウンが

実施されたので、 広報の文 を「三重県 の

ウィキペディアタウン」に変 しました。 
その後も継続的に実施できればとは思ってい

たのですが、実現できないままに過ごしている

うちに 3 年ほど過ぎてしまいました。そして

野市出身の私の 生が地 でウィキペディア

タウンを 実施してみたいと 望していたの

で、 方面のご協 を ぎながら を めて

きましたが、2020 年になって COVID-19 が広

まってしまったことで は開催を見 ること

になってしまいました。学 の自 により、

その学生も 実施ができないままに卒業の時

を えてしまいました。学生時代に実施でき

ずに心 りだったと思いますが、いつかどこか

で 度 を められたらなと思っています。 
なお、三重県内でのウィキペディアタウンは、

2021年 7月に三重県 高 学校図書館の学校

司書 本 さんの により、高校生が

体となって 市 町を として実施するこ

とになりました。こちらも本 は 2020 年のうち

に実施する で を めていたのですが、
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COVID-19 の によって となっていたも

のです。 では皇學館大学 みくら

部の学生たちも一 になって行う でしたが、

感染症 として大学生たちの は見合わせ、

私だけがア バイ ーとして することにな

りました。高大 事業としても していた

ロ クトだったのですが、今 の 会

下ではやはり しいものがありました。いつか

また の 会に、三重県内のウィキペディアタ

ウンで一 に を合わせてみたいと思います。 
 

.  

学生たちと一 に 2015 年から伊勢 一箱

古本市の開催を 年続けてきましたが、こうい

った に 目してくれた人に、 気町の少

まんが館TAKI 1735館 の 村さくらさんがい

ます。 村さんはご で 気町に 住され、少

まんが の図書館を している方ですが、

本を通したコ ニ ィづくりに い関心を

っている方でもありました。そこで 気町 勢

図書館の方々と一 になって、2018 年からブ

ックピクニックという本を 用したイ ントを

始めることになりました。 
となる 2018 年は 気町にある れあい

の 勢山 にて、2 目の 2019 年は 気町

勢 図書館 の広 で実施しています。図書館

新 書 古本屋 地 の出 を中心に、

ブースとして やキッ ン ーが まり、

さらに地 の皇學館大学の学生たちが に

わって実現した本のイ ントとして、とてもお

もしろい に 上がったと思います。いずれも

みくら 部の学生たちが 催 として関わ

っていますが、ここには伊勢 一箱古本市の

開催経験が かされています。2018 年はあいに

くの 様になったために 内での開催になっ

てしまいましたが、2019 年は快 の 気となり、

当 理 としていた が実現できたと思います。 
村さんから本を 用したイ ントを地域の

なかで開催したいという を受けたとき、イ

メー していたのは に開催経験のあった伊勢

一箱古本市なのですが、個人的にはそれを

さらに るもう一つの思い出深いできごとがあ

ります。それは 2013 年から 2016 年にかけて、

年 1 ずつ 4 にわたって開催されてきた

komichi market というイ ントです 31）。これ

は三重県内で人気のある や などが

まり、 の イブ演 などとともに実施さ

れてきた ル です。 から 3 までは

ブリバー公 （伊勢市）で、 4 は

学校校 （ 市）が会 となっていました。 
（2013 年 11 月）の komichi market では

私はあくまでも の で い を しん

でいたのですが、 2 （2014 年 4 月）が開催

されたときには、イ ント 催 の一人である

quark+grenier という のオーナー

一さんにお がけをいただき、関係 の一人

として さな古本屋を出 することになりまし

た。大学教員という本業は かさず、屋 として

BUKVARNA（ブク ルナ）と名 りました。

このお の名 は、スロ ニア 在中に れた

リ ブリ ナ市内の り りの古本屋さんの名

をお りしたものです。出 のタイ ン と

しては 2014 年 6 月の ン キや 2015 年 10
月の伊勢 一箱古本市を開催するよりも く、

ル で古本を るということのおもしろさ

を私はこのとき個人的に体験していたのです。 
私はこのときまで古本 などにまったく関

わっていなかったわけなので、内 さん

が 2009 年に書かれた 本の未 をつくる 事

事の未 をつくる本（ 新 出 ）や、2013
年の 本の （ 出 ）を 考にして、

り となる古本を しました。三重県内で

もよりすぐりの人気 が まるなかに 人の私

が を出すのは もしましたし、 も大変

なところはあったのですが、出 として

してみたのはとても しかったです 。出

では、古本屋 らんの 村さんにもご協 を

いただきました。このときの経験は、後に 催

として関わることになる伊勢 一箱古

本市やブックピクニックの取組みにもつながっ
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てくることになります。komichi market に出

したのはこのときの 1 限りでしたが、私をイ

ントの 間に入れてくださった さんのお

がけはとてもありがたかったです。 
にも 2019 年は、 国図書館大会が三重県

で開催されるというタイ ン にもなっていま

した。このときに三重県 図書館の 員さんが

ブックピクニックに 目してくださり、 国図

書館大会の公共図書館分科会の ー にしてく

ださいました。ブックピクニックの関係 とし

て、皇學館大学から私とその当時の みくら

部の 4 代目部長の三 さん 5 代目部長

の岡村 さんが することになりました。

そのほか、少 まんが館TAKI 1735の 村さん、

気町 勢 図書館の 子さん、 市に

あるトン 文 の 田 さんと本 香さ

んが リストとして 上に上がっています。

コーディ ーターは三重県 図書館の長 平

さんに めていただきました。ブックピクニッ

クを当 したときには、まさか 国図書館

大会で事 することになるとは思いません

でしたが、こうして 国的にも 目されるよう

な取組みへと っていったのは、ご協 ご

いただいたたくさんの人たちのおかげです。 
伊勢 一箱古本市と同様に、ブックピクニ

ックも COVID-19 の を考えて 2020 年と

2021 年は開催を見合わせました。こちらもでき

れば継続的に開催したかったところですが、

COVID-19 が まればまた き出してみたいイ

ントの一つです。また、 国図書館大会は 100
年 上の があるなかで めての三重県開催

ということだったので、そのときに三重県内で

事をしていたことはとてもタイ ン が か

ったと思います。 
 

.  

.1  

2016 年 2 月 に、 みくら 部という皇學

館大学 図書館の学生協働 体を設 するこ

とになりました。その当時に 3 年生だった私の

生の岡野 かりさんが中心となって設 に

き出したものです。 かりさんは 2015 年の

に で開催された図書館総合 に自 的に

しており、 大学の取組みから学生協働とい

う を ったようで、4 年生に学年が上がる

という時 に自らメンバーを め、図書館

員さんと一 になって学生協働 体を ち上げ

ました。教員や 員が する ではなく、学生

自身が自 的に図書館総合 に したところ

から き出したことが 的だと思います。 
皇學館大学 図書館 みくら 部は、

国 地の 大学の大学図書館の 向と ると、

タイ ン 的には周 れで始まった学生協働

体です。それでも が いことに、この年の

から 国学生協働 ットというイ ントが図

書館総合 の ー として開始され、それ

に したことで に みがつく になりま

した。 みくら 部は 体設 からわずか

年後にもかかわらず、この の 国学生協働

ットで事 報 をする 会をいただくこと

ができたのです。卒業 文で しいはずの 4 年

生の という時 でしたが、 かりさんは 設

かつ 代部長として、 国学生協働 ット

の に って報 を行いました。 が始ま

ってから 9 か月後には部長を後 に ることに

なりましたが、卒業間 の 2016 年 12 月いっ

いまでその 目を担ってくれました。ほかの大

学の事 報 を いてみれば、10 年くらいの

実 を つ 体もあるわけなので、 1 目

の 国学生協働 ットの時 では、 開始

からわずかに 年という実 では、 内 の

という では らかに少なかったわけです。

しかし、上に書いた伊勢 一箱古本市やウィ

キペディアタウン伊勢など、 い から学

へと 的に出向いていく学生協働というスタ

イルができ上がっていたことは 国的にも し

かったようで、 の学生協働のイメー が変

わったという 的な感 をいただきました。 
みくら 部による学生協働の取組みにつ

いては、 年 の 国学生協働 ットで
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を行っています。2016 年は岡野 かりさん（

代部長）、2018 年は三 さん（4 代目部長）、

2019 年は岡村 さん（5 代目部長）、COVID-
19 の でオン イン開催となった 2020 年は

市川 子さん（6 代目部長）、2021 年は さ

ん（7 代目部長） 田 さん 川 さん

山本 さんの 4 名というように、 の

みだった 2017 年 は、そのときの部長を中心

として 的に を行ってきました。また、

年 9 月に行われる学生協働 スタ in 東海で

も、2017 年は あみさん（2 代目部長）と中

月さん（3 代目部長）の 2 名、2018 年は中

さん ななみさん 野 さんの 3 名

で ンを行っています。2019 年の開催時に

はみんなで スター を行ってきました。 
みくら 部の について、4 代目部長の

三 さんが「学生協働の取り組みは学生 員

教員の間でどのように って見えているのか

皇學館大学 図書館 みくら 部の 4 年間

を事 として」という文 を卒業 にまとめて

くれました 32）。2016 年 2 月 に を開始し

た みくら 部の ち上げは、三 さんが入

学する のできごとになります。つまり三

さんは 1 年生の始めから 4 年間を通 て みく

ら 部に在 した めての学年であり、また、

3 学年 いとなる 代部長の かりさんの在学

中の姿を っている 後の 代にもなります。

三 さんが卒業することで、 の の様

子を る学生はいなくなりましたが、それでも

学生協働 体としては先 から後 の学生へと

継 されていきます。 みくら 部の か

らの について、三 さんが文 に し

ておいてくれてほんとうに かったと思います。 
私自身は 教員として みくら 部に関

わっておりますが、それは学生たちの に教

わる 会が えてきたということでもあります。

2019 年 6 月には「大学図書館における学生協働

とは か」という 文を したこともあって、

この頃には学生協働という ー について語る

会がずい んと えてきました 33）。これは

国 地の事 を 考にした部分も いのですが、

よりも から学生協働とは をするのかと

いうことを一 になって考え、実 してくれて

いる みくら 部の学生たちのおかげです。 
 

.   

2013 年 5 月に図書館総合 ー 2013 
in 伊勢に した流れで、同年 の図書館総合

において私は個人でブースを出 することに

なりました。しかし、個人での出 となるので、

ブースで取り上げる タを十分に用 すること

はできません。 し れに り出したアイデア

が、伊勢での図書館総合 で したことの 長

となる で「地域 としての 文 」という

り から伊勢うどんについて語ることでした。

そのなかの として実施した「伊勢うどん

」では、コ ニスト 伊勢うどん大 の

一 さんのお になりました。2013 年は

さんが 伊勢うどん 国制 への る

ース ット （ ）を出 され、伊勢うど

ん の会の を させ始めていた頃でし

たので、図書館総合 で伊勢うどんの をする

のにちょうど いタイ ン だったと思います。 
また、ブース出 に しては三重県在住のイ

スト ーターの本城まい子さんと ッ

（ 市）の 部さんに ッ 制作の面で 大なご

協 をいただきました。そして伊勢 の ナ

リ という の中 司さんと 本ゆきさ

んには、伊勢うどんの でお になりまし

た。その当時の 生たちも 人かが自 的に

図書館総合 に してくれていて、私のブー

スにも交代で常 してくれました。 みくら

部の 設 から学生たちが当たり のように

図書館総合 に していたのは、この 2013 年

のときのブース出 も大事な過程の一つになっ

ています。図書館総合 に するという流れ

はこのときに始まり、先 学生から後 学生へ

と受け継がれていきます。2015 年に かりさん

たちが みくら 部を設 するきっかけをつ

かんだのも、そういう先 学生たちの る い
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に学んだことが大きかったのだと思います。 
学生たち自身が 体的に図書館総合 に

したところから始まった みくら 部の事

のように、学びと交流が んでいく として、図

書館総合 には 的に してほしいと思っ

ています。 国学生協働 ットの だけに

まらず、2019 年当時に学部 3 年生だった岡村

さんは図書館総合 の ニ ー とし

て「 を図書館に 」を、学部 4 年生になっ

た 2020 年の図書館総合ではオン イン ー

として「図書館と をつなぐ」を個人

で実施していました。図書館総合 の出 は

その くが 体としての ントリーになってい

ると思いますが、現 の学部学生が個人として

ー を開催するというのは、図書館総合

の のなかでも 当 しい事 だと思いま

す。2 年 続となる岡村さんの には私も事

に にはのっていましたが、その内 は岡村

さん自身が自 的に めていったものです。こ

の 開には の 教員として していた私

もとても かされました。 教員の では

ありましたが、私自身もあくまでも一人の

として岡村さんの を しく いていました。 
2013 年のブース出 の頃を してみると、

その当時は教え子の学生たちが図書館総合 に

するようになっただけでも大きな変 だと

感 ていましたが、2015 年には みくら 部

設 のきっかけをつかんでくるようになったり、

そういった先 学生が り開いてきた をたど

ることで、2016 年 は 国学生協働 ット

への とつながったりするという 開になり

ます。学生たちが図書館総合 に すること

が当たり のようになり、たくさんのことをそ

こから学び始めた教え子たちの姿は見ていてと

ても もしかったです。2012 年までの私は図書

館総合 に していても ー への

講やブース見学だけで していました

が、2013 年 になると、自 で までやっ

てきて図書館総合 という で学び始めた学生

たちを、いかにして図書館関係 や図書館関係

業とつなげていくのかを考えるようになりま

した。これは 2014 年から 年のように「図書館

総合 における学生のための ブース アー」

を されている図書館総合 員会のみ

なさまや、 国学生協働 ットの に

長く関わっていらっし る 向 さん（

文科大学）、野 古さん（ 山学 大学）、今

司さん（ 合 子大学）たちのおかげでも

あります 34）。こういった学生たちの図書館総合

への の 義については、2017 年に「図書

館総合 を学生たちの学びと交流の に 皇學

館大学の事 から」という文 にまとめていま

すのでよろしければそちらもご ください 35）。 
 

1 . に 

今 の誌上講演会では、私自身のこれまでの

みを り るように長々と自分語りをしてし

まいました。大学 生だった頃は書誌や文学館

といったキー ー を用いて文学 の や

用などの を考えてきましたが、ここ数年

はより大きな から私たちの書 文 地域

文 について考えることが えています。ビブ

リオバトル、Library of the Year、ウィキペディ

アタウン、学生協働などは、 に「どうやって本

を むのか」という だけではなくて、私たち

が「どうやって本に出会っているのか」、あるい

は「本を める とはどういうものか」などの

について考えたいということでもあります。 
本に出会うということは なことのように

思えながらも、その人が住んでいる とか周

りの人たちとの関係に される部分がとても

大きいと感 ています。そのためにはそれ れ

の地域における図書館や学校教 のことを考え

なければなりません。私たちが らす地域の文

や の み重 にも関心を たなければな

りません。そしてまた、 書や といった ー

についても考え続けなければなりません。 
の身の上 において、幼少 に公共図書

館を利用する がなかったと ましたが、

私が 上のような考えに ったのは、そもそも
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長の過程で公共図書館というものを実 に経

験する 会がなかったというような、自分の

ってきた の が かったのではないかと

思っています。私にとっての公共図書館は自ら

が「つかう」ものではなく、あくまでも図書館に

ついて「考える」 として見えていたというこ

とです。私自身は公共図書館を 的に利用す

るという 風景をほぼ っていませんが、それ

はあくまでも子供の頃に利用 としては関わる

会を てなかったというだけの です。幼少

の 書 が十分ではなかったために、大人

になった私はかえって 書や の に関心

が向くようになったようにも思うのです。 
ビブリオバトルでほかの かに して本をす

すめる を いだり、Library of the Year に

よって図書館の いところを 語 したり、一

箱古本市で人と人とが古本を介して語り合う様

子を めたりしていると、身近なところに公共

図書館がなかった幼少 の自分の置かれた

を思い出します。そういう に ったことは、

的に「図書館とは か」「本とは か」「 書

とは か」という いかけについて、私自身が継

続的に い めている現在の関心 域へとつな

がっているように思います。そういった興味関

心のきっかけを えてくれたみなさまには、

めて感 の を申し上げます。図書館情報学

を通して出会った図書館というもののすばらし

さやその について、これからもその

の一人として考え続けてみたいと思っています。 
 

 

1) 東村 図書館が合併によって稲敷市 図書館に

なったため、現在では見かけ上は図書館未設置自治

体ではありませんが、実 としては 新利根町には

公 館図書 のみが されている です。 

2) 川先生はその後に司 験に合 され、現在は

川 事 を開業されています。 

3) 岡野裕行 本近代文学 における文学館の

「 国文学館協 会」 文学館の 行 を中心

に 筑波大学（ 文） 2006-06 <http://hdl. 
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<https://doi.org/10.11517/pjsai.JSAI2010.0_1G3O 

S104>（  2022-02-07）  

6) 図書館 会@関  関 文 の会 11

会（2012 年 2 月 26 ）報 2012-02-28  

<http://toshokanshi-w.blogspot.com/2012/02/> 

（  2022-02-07）  

7) 1 ARG で イトニン トーク

かたつむりは 子図書館の をみるか（はてなブロ

） 2008-06-29 <https://min2-fly.hatenablog. 
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（  2022-02-07）  

8) 岡本さん 筑 農 ンター、

農 情報 ンター かたつむりは 子

図書館の をみるか（はてなブロ ） 2008-05-04

<https://min2-fly.hatenablog.com/entry/20080504/ 

1209852805>（  2022-02-07）  

9) え、これ本当に山本 一教 かたつむ

りは 子図書館の をみるか（はてなブロ ）
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10) 岡野裕行 文学館 会 2019-10-25  
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RESOURCE GUIDE (ARG) no.363 2009-02-24  

<https://researchmap.jp/okano/misc/208778> 

（  2022-02-07）  
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こと 図書館 vol.72 no.3 2020 p.125-133  
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17) 皇學館 部 “ビブロ ィリア 人の さ

ん む「本屋 舎」は 5 年目に” 皇學館学 報

no.89 2021-12 p.8 <https://www.kogakkan-u.ac. 

jp/cms/assets/files/md6162_1.pdf> 

（  2022-02-07）  

18) ビブリオバトル 員会 Bibliobattle of the 

Year 2021 2021 <https://bibliobattle-award2021. 

mystrikingly.com>（  2022-02-07）  
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（  2022-02-07） 

27) 生 ウィキペディアを通 てわがまちを

る ン 2015-05-07 <https://magazine-k. 

jp/2015/05/07/making-wikipediatown/> 

（  2022-02-07）  

28) 三重県 生 部文 興課 伊勢

らり <https://www.bunka.pref.mie.lg.jp/77351034 

756.htm>（  2022-02-07）  

29) 田 市 中 図書館 お 本 2013-03  
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2017 2017 <https://www.iri-net.org/loy/loy2017/> 

（  2022-02-07）  
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KomichiMarket/>（  2022-02-07）  

32) 岡野裕行 上 三 学生協働の取り

組みは学生 員 教員の間でどのように って見

えているのか 皇學館大学 図書館 みくら

部の 4 年間を事 として 図書館 vol.71 no.5

2020 p.288-293 <https://doi.org/10.20628/tosho 

kankai.71.5_288>（  2022-02-07）  

33) 岡野裕行 大学図書館における学生協働とは か

情報メディア vol.18 no.1 2019 p.29-40

<https://doi.org/10.11304/jims.18.29> 

（  2022-02-07）  

34) 今 司 図書館総合 における学生のための

ブース アー ントアウ ア ス no.321

2017-03-09 <https://current.ndl.go.jp/e1893> 

（  2022-02-07）  

35) 岡野裕行 図書館総合 を学生たちの学びと交流

の に 皇學館大学の事 から 図書館 誌 vol.111

no.2 2017 p.84-85  

 

（おかの ろゆき  皇學館大学） 
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も
っ
と
遠
く
を
！ 

三
年
Ａ
組
担
任 

 

有
川 

保

 
も
っ
と
遠
く
を
見
て
ほ
し
い
。
君
た
ち
自
身
の
将
来
な
の
だ
か
ら
。
目
前
の
大

き
な
目
標
に
向
か
っ
て
邁
進
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
大
切
で
、
一
生
の
う
ち
絶
対

に
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
。
そ
し
て
そ
の
姿
は
美
し
い
も
の
で
も
あ
る
。
し
か
し
、

十
代
か
ら
二
十
代
に
か
け
て
、
そ
れ
以
上
に
大
切
な
こ
と
は
、
遠
く
を
見
据
え
る

こ
と
じ
ゃ
な
い
の
か
。 

大
学
入
試
、
こ
れ
は
一
生
を
左
右
す
る
こ
と
も
あ
る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

こ
と
は
た
し
か
だ
。
遠
く
を
見
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
と
も
い
え
よ
う
。
で
も
、
高

校
の
勉
強
を
そ
れ
だ
け
の
た
め
に
費
や
し
た
人
が
、
あ
ま
り
に
多
い
よ
う
だ
。 

数
学
は
受
験
に
い
ら
な
い
か
ら
や
ら
な
い
、
理
科
も
い
ら
な
い
、
社
会
も
い
ら

な
い
、
な
ん
て
こ
と
ば
か
り
。
文
系
だ
か
ら
数
学
な
ん
て
四
則
演
算
だ
け
で
い
い
、

理
科
な
ん
か
知
っ
た
こ
と
か
。
理
系
だ
か
ら
、
社
会
な
ん
て
わ
か
ら
な
く
て
い
い
、

国
語
な
ん
か
読
め
て
話
せ
り
ゃ
い
い
ん
だ
。
こ
ん
な
輩
が
多
い
。
教
員
が
そ
ん
な

雰
囲
気
の
顔
を
し
て
い
る
こ
と
も
原
因
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
不
幸
な
こ
と

で
あ
る
が
、
現
在
の
教
育
界
と
そ
れ
を
取
り
ま
く
状
況
か
ら
、
ど
う
し
て
も
目
先

に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
い
、
仕
方
な
い
こ
と
で
、
あ
や
ま
る
し
か
な
い
。
さ
ら
に
不

幸
な
こ
と
は
、
君
た
ち
の
御
両
親
で
す
ら
、
十
年
後
、
二
十
年
後
の
職
業
は
考
え

て
い
て
く
れ
て
も
、
生
き
方
ま
で
考
え
て
く
れ
る
の
は
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
も
仕
方
な
い
こ
と
だ
。
し
か
し
最
大
の
不
幸
は
君
た
ち
自
身
に
そ
う
い
っ
た
将

来
を
考
え
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
育
っ
て
い
な
い
こ
と
な
の
だ
。
考
え
て
み
れ
ば

小
学
校
以
来
、
よ
い
高
校
、
よ
い
大
学
、
よ
い
会
社
、
と
い
う
レ
ー
ル
を
走
れ
と

い
わ
れ
て
が
ん
ば
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
か
ら
仕
方
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
で

も
、
そ
の
呪
縛
か
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
解
き
放
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

受
験
に
い
ら
な
い
か
ら
や
ら
な
か
っ
た
勉
強
を
や
っ
て
み
る
の
だ
。
文
系
だ

か
ら
こ
そ
、
理
系
的
思
考
方
法
を
学
ぶ
こ
と
で
広
く
も
の
ご
と
を
考
察
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
、
自
分
を
生
か
す
フ
ィ
ー
ル
ド
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
。
理
系
に
こ
そ
哲
学
が
必
要
だ
し
、
人
間
に
つ
い
て
の
深
い
考
察
が
必
要
な

の
だ
。
歴
史
の
深
い
認
識
が
絶
対
必
要
な
の
だ
。 

大
学
に
入
れ
ば
色
々
な
勉
強
が
で
き
る
。
今
ま
で
入
試
に
必
要
な
い
か
ら

と
、
避
け
て
き
た
分
野
の
勉
強
が
で
き
る
。
文
系
の
人
な
ら
数
学
や
理
科
を
や

っ
て
み
る
の
だ
。
必
ず
有
益
な
知
識
、
考
え
方
、
物
の
見
方
が
身
に
つ
く
は
ず

だ
。
理
系
の
人
は
、
社
会
、
特
に
歴
史
と
哲
学
を
や
る
と
よ
い
。
一
流
の
研
究

者
と
な
っ
た
と
き
、
必
ず
超
一
流
に
引
き
上
げ
て
く
れ
る
は
ず
だ
。
ま
た
、「
哲

学
的
裏
付
け
」
を
要
求
さ
れ
る
の
が
理
系
な
の
で
あ
る
。 

高
校
時
代
に
精
神
的
近
眼
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
興
味
が
な
い
と
一
言
の
下

に
退
け
て
し
ま
う
人
が
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
人
は
そ
こ
ま
で
の
人
な
の

だ
。
高
校
で
素
養
を
身
に
つ
け
て
い
な
い
分
、
苦
し
い
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

一
つ
の
こ
と
に
打
ち
込
ん
で
夢
中
に
な
っ
た
と
き
、
幅
広
い
知
識
が
君
た
ち
を

救
っ
て
く
れ
る
の
だ
。
そ
の
点
で
一
歩
遅
れ
て
い
る
君
達
は
、
遠
く
を
し
っ
か

り
見
据
え
、
受
験
な
ん
て
い
う
レ
ベ
ル
の
低
い
視
点
か
ら
で
は
な
く
、
人
生
に

何
が
必
要
か
、
わ
か
ら
な
け
れ
ば
逆
に
す
べ
て
が
必
要
だ
と
考
え
て
、
視
野
狭

窄
か
ら
救
っ
て
く
れ
る
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
大
学
時
代
を
逃

せ
ば
多
く
の
人
は
精
神
的
弾
力
性
を
失
っ
て
し
ま
う
。
遠
く
を
見
て
力
を
蓄
え

る
の
は
今
し
か
な
い
の
だ
。
高
校
時
代
の
分
を
取
り
戻
す
の
だ
、
遠
い
将
来
ま

で
見
据
え
て
。
も
っ
と
遠
く
を
。 

※
茨
城
県
立
竜
ヶ
崎
第
一
高
等
学
校
生
徒
会
「
白
幡
」
編
集
委
員
会
編 

『
白
幡
（
平
成
七
年
度
版
）
』（
一
九
九
六
年
三
月
、
九
三
〜
九
四
ペ
ー
ジ
）

よ
り
転
載
。 
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